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植
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は
じ
め

に

筆
者
は
、
近
年

「大
和
に
お
け
る
須
恵
器
窯
跡
」
と
題
し
た
拙
文
を
発
表
し
た

こ
と
が
あ
る

(植
野
二
〇
〇
〇
)
。
こ
れ
は
、
大
和

の
須
恵
器
窯
跡
研
究
の
基
礎

資
料
収
集
が
目
的
で
あ

っ
た
た
め
、
大
和

に
お
け
る
須
恵
器
窯
跡
の
調
査
史
、
生

産

に
関
す
る
研
究
史
を
主
に
ま
と
め
、
窯
跡
の
概
要
紹
介
と
時
期
的

・
地
理
的
傾

向

の
整
理
、
そ
し
て
若
干

の
検
討
を
加
え

て
ま
と
め
を
行

っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
小

稿
は
そ
の
続
編
に
あ
た
り
、
前
稿
で
の
資
料
整
理
を
基
に
し
て
、
大
和
に
お
け
る

須
恵
器
生
産
の
実
態
と
そ
の
変
遷
を
再
整
理
し
、
大
和
の
生
産
の
特
質
を
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
大
和

の
地
は
国
家

の
発
生
と
展
開
を
考
え
る
場
合
、
そ
の

中
心
的
な
地
域
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
特
に
、
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に

か
け
て
の
大
和
は
政
権

の
中
心
地
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
心
地
に
お
い
て
、
専
門

的
な
工
人
を
要
す
る
須
恵
器
生
産
が
ど
の
よ
う
に
掌
握
さ
れ
、
操
業
さ
れ
、
供
給

さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
は
、
政
治

・
社
会
機
構
を
考
え
る
上
に
お
い
て
極
め
て
重

要
で
あ
り
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
事
柄

で
あ
る
。

こ
う
し
た
大
和
の
生
産
の
特
色
が
、
当
時

の
政
治

・
社
会
的
な
組
織
の
構
図
の

一
端
を
示
す
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
汎
日
本
的
な
手
工
業
生
産
の
実
態
や
位
置
付

け
を
考
え
る
場
合
に
お
い
て
も
、
比
較
資
料
と
し
て
極
め
て
重
要
に
な

っ
て
こ
よ

う
。
特
に
、
日
本
の
中
心
的
な
生
産
地

で
あ
る
陶
邑
窯
跡
群
の
位
置
づ
け
と
も
関

わ

っ
て
く
る
し
、
各
地
域
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
生
産
の
展
開
と
の
対
比
に
よ
っ

て
、
中
央
あ
る
い
は
中
核
地
、
そ
し
て
地
方
と
言

っ
た
よ
う
な
特
色
が
抽
出
さ
れ
、

そ
の
モ
デ
ル
の
組
み
立
て
が
可
能

に
な
る
。
そ
の

一
布
石
と
し
て
、
大
和
の
実
態

を
再
整
理
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

結
論
的
に
は
、
大
和
の
須
恵
器
窯
跡
は
極
め
て
少
な
く
、
五
條
地
域
を
除
い
て
、

断
続
的
に
小
規
模
生
産
が
少
量
確
認
で
き
る
の
が
実
情

で
あ
る
。
た
だ
し
、
八
世

紀
後
半
期
に
は
、
生
駒
山
麓

一
帯
を
中
心
に
急
激
に
増
大
す
る
。
小
稿

で
は
、

こ

う
し
た
実
態
を
具
体
的
に
把
握
し
て
整
理
し
、
検
討
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
特
色

を
抽
出
し
、
手
工
業
生
産

の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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、
大
和

の
須
恵
器
窯
跡

日
本
に
お
い
て
窯
跡
の
調
査
が
行
わ
れ
始
め
る
の
は
、
大
正
時
代
以
降

の
こ
と

で
あ
る
。
大
和
の
場
合
も
そ
の
例

に
漏
れ
ず
、
意
外
と
早
く
調
査
が
行
わ
れ
て
い

る
。

一
九
二
三

(大
正

一
二
)
年
、
別
荘

の
遊
歩
道
造
成
の
た
め
に
偶
然
発
見
さ

れ
た
生
駒
市
乾
神
山
窯
跡
を
、
地
主
の
依
頼
で
奈
良
女
高
師
の
水
木
教
授
が
現
地

調
査
を
し
た

(上
田

一
九
二
六
)
。
作
成

さ
れ
た
調
書

で
は
、
大
和
に
お
け
る
土

器
製
造
地
の
初
め
て
の
発
見
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
窯
跡
調
査
の
発
端
と
す

る
こ
と
が
出
来
る
。
二
年
後

の

一
九
二
五

(大
正

一
四
)
年
、
上
田
三
平
が
同
地

を
再
調
査
し
た
。
調
査
で
は
、
窯
体

の

一
部
を
確
認
し
、
多
数
の
須
恵
器
を
発
掘

し
て
報
告
し
て
い
る

(上
田

一
九
二
六
)。

こ
う
し
た
大
和
に
お
け
る
須
恵
器
窯

の
調
査
、
生
産
に
関
す
る
研
究
史
、
遺
跡

の
概
要
は
既
に
前
出
し
て
い
る
の
で
詳
細

に
は
取
り
上
げ
な
い
が
、
そ
の
都
度
必

要
な
部
分
は
補
足
は
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
図

一
は
窯
跡
の
分
布
図
で
あ
り
、

表

一
は
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
奈
良
県
内
の
窯
跡
の

一
覧
表
で
あ
る
。
現
在
確

認
さ
れ
て
い
る
窯
跡

(群
)
は
三

一
ヶ
所

に
及
び
、
全
国
的
に
も
極
め
て
少
な
い

数
と
い
え
よ
う
。
窯
跡
の
出
土
遺
物
と
参
考
文
献
は
巻
末
に
載
せ
て
お
く
。

時
期
的
な
傾
向
は
後
で
述

べ
る
が
、

こ
れ
ら
の
窯
跡
は
単
独
の
も
の
と
数
基
の

も
の
、
そ
し
て

一
〇
基
前
後

で
群
集
す
る
も
の
に
分
か
れ
る
。
そ
れ
ら
を
仮
に
分

類
す
る
と
、
以
下
の
通
り
に
な
る
。
番
号
は
図

一
・
表

一
と
同
じ
。

ω
単
独
窯
-
横
井
窯
跡

(
16
)
、
押
熊
窯
跡

(12
)

②
数
基
窯
-
平
野
窯
跡
群

(
20
)
、
三
郷
町
所
在
窯
跡
群

(今
池
窯
跡
、

ツ
ク

シ
山
窯
跡
、
勢
野

・
辻
ノ
垣
内
窯
跡
、
17
～
19
)

歌
姫
西
窯
跡
群

(
13
～
15
)

㈹
群
集
窯
-
五
條
窯
跡
群

(
21
～
26
)、
生
駒
谷
窯
跡
群

(6
～
11
)
、
富
雄
川

上
流
窯
跡
群

(
1
～
5
)

こ
れ
ら
の
分
類
は
、
あ
く
ま
で
も
須
恵
器
窯
跡
の
現
段
階
で
の
状
況
で
あ
る
。

単
独

の
も
の
で
も
横
井
窯
跡
は
近
隣
に
瓦
窯
を
伴

っ
て
お
り
、
数
基
窯
と
し
た
平

野
窯
跡
群
や
三
郷
町
所
在
窯
跡
群
、
奈
良
山
丘
陵
窯
跡
群
の
場
合
も
同
様
で
あ
り
、

群
集
す
る
五
條
窯
跡
群
の
場
合
も
多
く
の
瓦
窯
を
か
か
え
て
い
る
。
瓦
窯
と
の
接

点
は
後

で
述
べ
る
が
、
こ
う
し
た
瓦
窯
を
含
め
る
と
数
値
は
変
わ

っ
て
く
る
。

ま
た
、
群
の
捉
え
方
も
多
少
難
し
い
。
生
駒
谷
窯
跡
群
、
富
雄
川
上
流
窯
跡
群

と
し
た
も
の
は
、
基
本
的
に
生
駒
谷
窯
跡
群
か
ら
富
雄
川
上
流
窯
跡
群

へ
と
そ
の

操
業
が
移
動
し
た
状
況
が
窺
え
る
が
、
取
り
敢
え
ず
表
記
の
混
乱
を
避
け
る
た
め

に
河
川
域

で
分
け
た
。
ま
た
、
奈
良
山
丘
陵
窯
跡
群
に
含
ま
れ
る
押
熊
窯
跡
は
、

歌
姫
西
窯
跡
群
か
ら
や
や
距
離
を
隔
て
お
り
、
か

つ
時
期
的
に
異
な
る
た
め
単
独

窯

で
捉
え
た
が
、
同
丘
陵

一
帯
で
は
広
範
囲
で
瓦
生
産
が
行
わ
れ
て
お
り
、
近
隣

地
域
に
所
在
す
る
こ
と
か
ら
包
括
し
た
方
が
い
い
意
見
も
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
点

は
、
そ
の
都
度
解
釈
の
中
で
補
足
し
て
い
き
た
い
。

即
ち
、

こ
う
し
た
分
類
は
、
単
に
窯
跡
群
規
模
の
大
小

の
み
で
は
な
く
、
当
然

全
体

の
生
産
量
や
操
業
期
間
と
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
時
期
的
な
比
定
は
後
で
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1.高 山1号 窯跡

2.高 山Na49地 点

3.山 田窯跡

4.イ モ山窯跡 群

5.鳥 見町所在窯跡

6.俵 口北窯跡

7.俵 口南窯跡

8.薬 師堂 川窯跡 群

9.生 駒山北方窯跡

10.北 新町西窯跡群

11-1.長 命寺北窯跡

11-2.金 比羅窯跡

11-3.長 命寺西窯跡

11-4.妙 心寺窯跡群

11-5.西 松 ケ丘窯跡

11-6.乾 神山窯跡

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

1

1

1

1

1

押熊窯跡

歌姫西窯跡群(Na10地点)

歌姫西窯跡群(Na12地点)

歌姫西窯跡群(Nall地点)

横井窯跡群

今池窯跡群

ックシ山窯跡

勢野・辻ノ垣内窯跡群

図1大 和の須恵器窯跡の分布

20.平 野窯跡群

21.今 井窯跡

22.荒 木神社裏 山窯跡群

23.天 神 山窯跡

24.荒 坂窯跡群

25.南 仙 山窯跡

26.阿 田窯跡群

27.瀬 後谷 窯跡群(京 都府)
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表1大 和の須恵器窯跡一覧表(番 号は図1と 同 じ)

Na 窯 跡 名 所 在 地
時 期 瓦 陶

兼 業

須恵器
窯 数

文 献 備 考
500600700800年

1 高山1号 窯跡 生駒市高山町 b 1? 木村 ・重見1998 灰原調査

2 高山Nα49地点 生駒市高山町 0 林部 ・重見1999 窯体を含む溝状遺構あり

3 山田窯跡 生駒市高山町山田 O 錦 ・木 村1988、1989 試掘調査

4 イモ山窯跡群 生駒市北田原町イモ山 O ● ? 中井1973 2群3基 あ り、計6基 の半地下式平窯。

5 鳥見町所在窯跡 奈良市鳥見町 0 1? 白石1977

6 俵口北窯跡 生駒市俵口町北条 0 藤井1983

7 俵口南窯跡 生駒市俵口 0 吉田1973

8 薬師堂川窯跡群 生駒市俵口町南条 0 1 錦 ・木村1988 半地下式A窯 。

9 生駒市北方窯跡 生駒市俵口 一〇 一 1 錦 ・木村1988 小型平窯1基 、窯状遺構1基 。

10 北新町西窯跡群 生駒市北新町 ○○ 数基 白石1977 地下式害窯1基 。

11-1 長命寺北窯跡 生駒市俵口町南条 0 錦 ・木村1988

11-2 金比羅窯跡 生駒市西松ケ丘 0 白石1977

11-3 長命寺西窯跡 生駒市西松ヶ丘 O 白石1977

11-4 妙心寺窯跡群 生駒市西松ヶ丘 0 2 錦 ・木村1988 半地下式害窯2基 、灰原。

11-5 西松ヶ丘窯跡 生駒市西松ヶ丘 0 白石1977

11-6 乾神山窯跡 生駒市谷田 0 1 上 田1926 小型平窯1基 、窯状遺構1基 。

12 押熊窯跡 旧奈良市押熊字堂頭 0 1? 奈文研1973 8世 紀後半代の瓦窯が6基 あ る。

13 歌姫西窯跡群Na10 旧奈良市歌姫町 0 1 奈文研1973 煙 出部、焼成部確認。付近に8世 紀の瓦窯あ り。

14 歌姫西窯跡群Nα12 旧奈良市歌姫町 0 2 奈文研1973 煙 出部、焼成部確認。付近に8世 紀の瓦窯あ り。

15 歌姫西窯跡群Hall 旧奈良市歌姫町 ○ 1 奈文研1973 害窯?全 長10m。 付近に8世 紀の瓦窯あ り。

16 横井窯跡群 奈良市藤原町横井字堂 ○ ○ ▲ 1 西崎他1985 4基 の瓦窯あ り。1基 を造替え須恵器窯にする。

17 今池窯跡群 生駒郡三郷町勢野 ▲ 田中重久1938 3基 以上の瓦窯。 かって須恵器が採集 された。

18 ツクシ山窯跡 生駒郡三郷町秋留 0 ▲ 1? 白石 ・亀田1984 採集資料。瓦も同時採集。

19 勢野 ・辻ノ垣内窯跡群 生駒郡三郷町勢野 0 ▲ 1 橿 考研1996 3号 窯のみ須恵器窯、他の3基 は後代 の瓦窯。

20 平野窯跡群 香芝市平野 0 ▲ 4 千 賀1982 1・4・5号 窯調査。5号 窯は後代の瓦窯。

21 今井窯跡 五條市今井町 ○○ 泉森1987 採集資料

22 荒木神社裏山窯跡群 五條市今井町 000 3～ 泉森1987 採集資料

23 天神山窯跡 五條市今井町 0 ● 泉 森1987 瓦 を生産。1点 の杯出土。

24 荒坂窯跡群 五條市西久留野町 ○ ○ ● 泉 森1987 11基 の瓦窯群。1・5号 窯か ら須恵器 出土。

25 南仙山窯跡 五條市中之町寺尾 0 i 泉森1987 採集資料

26 阿田窯跡群 五條市西阿田字高羽根 liOll 2 泉 森1987 採集資料

1
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整
理
す
る
が
、
群
集
窯
と
し
た
五
條
窯
跡
群
と
富
雄
川
上
流
窯
跡
群
を
含
め
た
生

駒
谷
窯
跡
群
は
長
期
間
生
産
が
継
続
し
、
数
基
窯
は
短
期
間

で
操
業
を
終
え
、
当

然
単
独
窯
は
短
期

・
単
発
的
な
状
況
に
な

る
。

二
、
窯
跡
群
の
特
徴

表

一
を
基

に
、
窯
跡
の
分
布
傾
向
を
地
域
単
位
で
捉
え
、
群
と
し
て
時
期
を
与

え
て
消
長
表

に
し
た
も
の
が
表
二
で
あ
る
。
各
窯
跡
毎
に
多
少
の
型
式
比
定

の
誤

差
は
あ
る
が
、
相
対
的
な
流
れ
を
見
る
場
合
に
は
支
障
は
な
い
。
前
章

で
窯
跡
群

の
規
模

に
つ
い
て
簡
単
に
見
た
が
、
相
互
を
時
期
別
に
見
た
場
合
に
明
ら
か
に
特

色
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
大
和
に
お
い
て
は
、
そ
の
始
ま
り
は
六
世
紀
代
で
あ
り
、

五
世
紀
代

に
遡
る
も
の
は
現
在
に
お
い
て
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

ω
長
期
型

の
操
業

こ
の
代
表
は
五
條
窯
跡
群
で
あ
ろ
う
。
五
條
窯
跡
群
は
、
大
和

に
お
い
て
最
も

古
い
窯
跡

で
あ
る
。
そ
の
最
古
例
は
、
五
條
市
今
井
窯
跡
、
荒
木
神
社
裏
山
窯
跡

で
あ
り
、
M
T

一
五
型
式
の
特
徴
の
備
え

る
須
恵
器
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
両
窯

は
至
近
距
離

に
あ
る
た
め
、

一
つ
の
群
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
両
窯

で
は
T
K

一

〇
型
式
に
近
い
特
徴
を
も

つ
須
恵
器
も
採
集
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
荒
木
裏
山
窯

跡

で
は
そ
の
後

の
特
徴
を
示
す
須
恵
器
も
少
数
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。
従

っ
て
、

T
K

一
〇
型
式
後
も
小
規
模
な
が
ら
存
続
し
て
い
た
可
能
性
が
高

い
。
五
條
窯
跡

群

で
再
度
生
産
が
確
認
で
き
る
の
は
、
七
世
紀
前
半
か
ら
後
半
に
か
け
て
で
あ
り
、

そ
し
て
し
ば
ら
く
空
い
て
八
世
紀
の
中

頃
の
操
業
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
未
確

認
の
間
の
操
業
に
つ
い
て
は
断
定
で
き

な
い
も
の
、
旧
宇
智
郡
の
限
ら
れ
た
範

囲
で
断
続
的
に
生
産
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
間
も
継
続
し

て
い
た
可
能
性
が
も
た
れ
る
の
で
あ
る
。

五
條
窯
跡
群
は
大
和
で
唯

一
の
長
期

間
継
続
し
た
窯
跡
群
に
な
る
。
こ
う
し

た
状
況
は
他
所
で
は
見
ら
れ
な
い
。
大

和
と
は
い
え
ど
も
、
旧
宇
智
郡
、
五
條

地
域
を
範
囲
と
し
た
状
況
が
看
取
で
き
、

一
つ
の
特
徴
と
し
て
お
き
た
い
。

次
に
代
表
的
な
も
の
は
、
生
駒
谷
窯

跡
群
と
富
雄
川
上
流
域
窯
跡
群
で
あ
る
。

表
二
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
生
駒
谷
窯

跡
群
は
八
世
紀
の
中
頃
を
境
に
し
て
突

如
出
現
し
、
数
十
年
継
続
し
て
生
産
が

行
わ
れ
た
。
窯
跡
の
数
も

一
〇

ヶ
所
以

上
に
お
よ
び
、
集
中
し
て
生
産
が
行
わ

れ
た
様
子
が
窺
わ
れ
、
他
地
域
の
状
況

表2大 和の窯跡消長表

窯 跡 名 窯数

500

所 属 時

600

期

700800
備 考

富雄川上流域窯跡群 5
i i 1羅 灘醐一一一一羅羅 欝「 瓦窯?あ り

生駒谷窯跡群 11 …睡 一

騰押熊窯跡 1 後代の瓦窯あり

歌姫西窯跡 3 灘 後代の瓦窯あり

横井窯跡 1 翻 前代の瓦窯あり

三郷町所在窯跡群 3 難 難 後代の瓦窯あり

平野窯跡群 4

騨
纒難 後代の瓦窯あり

五條窯跡群 6 縢 灘 騰 一一一一一麟 一一 同時期瓦窯あり
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と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。

富
雄
川
上
流
域
窯
跡
群
は
、
明
確
な
窯
体
は
未
確
認
で
あ
る
が
、

一
部
灰
原
の

調
査
が
な
さ
れ
て
お
り
、
生
産
地

で
あ
る

こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
数

は
増
大
す
る
可
能
性
は
あ
る
。
当
窯
跡
群

で
は
、
八
世
紀
の
末
に
近
い
頃
か
ら
操

業
を
開
始
し
、

一
部
九
世
紀

の
初
頭
ま
で
操
業
す
る
。
現
在
五

ヶ
所
で
確
認
で
き

る
が
、
イ
モ
山
窯
跡

(4
)

に
つ
い
て
は
須
恵
器
窯
の
可
能
性
は
低
い
。

両
窯
跡
群
の
区
別
は
、
前
章

で
も
述

べ
た
よ
う
に
、
流
域
別
の
分
布
か
ら
設
定

し
た
仮
の
も
の
で
あ
り
、
操
業

の
推
移
を
考
え
る
場
合
は
、
両
窯
群
を
大
き
く

一

群
で
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
従

っ
て
、
生

駒
谷
窯
跡
群
と
富
雄
川
上
流
域
窯
跡
群

は
、
大
き
く
は
生
駒
谷
窯
跡
群
か
ら
富
雄
川
上
流
域
窯
跡
群

へ
の
生
産
地
の
移
動

が
行
わ
れ
、
五
條
窯
跡
群
ほ
ど
長
期
間
で
は
な
い
が
、
八
世
紀
後
半
か
ら
約
半
世

紀
間
の
限
定
さ
れ
た
期
間
に
操
業
さ
れ
た
特
殊
な
状
況
が
読
み
と
れ
る
。

②
短
期
型

の
操
業

前
述
の
長
期
間
の
生
産
地
に
対
し
て
、
比
較
的
短
期
の
も
の
、
極
め
て
短
期
の

も
の
が
あ
る
。
前
述
の
単
独
窯
、
数
基
窯

で
あ
る
。
単
独
窯
は
、
当
然

一
基
の
窯

で
操
業
す
る
た
め
、
さ
ほ
ど
長
期
間
操
業

は
望
め
な
い
。
当
然
操
業
の
回
数
と
関

わ

っ
て
く
る
が
、
現
状
で
は
比
較
的
短
期

の
も
の
が
多
い
。

単
独
窯

で
は
、
横
井
窯
跡
と
押
熊
窯
跡
が
あ
る
。
横
井
窯
跡
の
場
合
は
、
元
々

瓦
窯

で
あ

っ
た
も
の
を
須
恵
器
窯
に
改
造
し
て
生
産
し
て
お
り
、
七
世
紀
後
半
期

か
ら
八
世
紀
初
頭
の
時
期
に
わ
た
る
特
殊
な
例
で
あ
る
。
押
熊
窯
跡
は
、
窯
体

・

灰
原
等
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
焼
け
歪
ん
だ
も
の
が
含
ま
れ
る
た
め
に
窯
跡

の
可
能
性
が
強
い
と
し
た
。
八
世
紀
初
頭
の
時
期
で
あ
り
、
付
近

に
は
八
世
紀
後

半
期

の
瓦
窯
が
六
基
存
在
す
る
。

数
基
窯
で
は
、
平
野
窯
跡
群
、
三
郷
町
所
在
窯
跡
群

(今
池
窯
跡
、

ツ
ク
シ
山

窯
跡
、
勢
野

・
辻
ノ
垣
内
窯
跡
)、
歌
姫
西
窯
跡
群
が
存
在
す
る
。

平
野
窯
跡
群

は
、
五
基
の
窯
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の

一
基

(五
号
窯
跡
)
は
、
や

や
遅
れ
る
時
期
の
瓦
窯
で
あ
る
た
め
、
須
恵
器
窯
は
四
基
と
な
る
。
発
掘
調
査
さ

れ
た
の
は

一
基

(
一
号
窯
跡
)
の
み
で
あ
る
た
め
正
確
な
操
業
期
間
は

つ
か
め
な

い
が
、
T
K
二
〇
九
型
式
に
該
当
し
、
大
き
な
開
き
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

三
郷
町
所
在
の
窯
跡
群
に
は
、
今
池
窯
跡
群
、
ツ
ク
シ
山
窯
跡
、
勢
野

・
辻

ノ

垣
内
窯
跡
群
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
至
近
距
離
に
あ
り
、
同
群

で
捉
え
て
よ
い
。
今

池
窯
跡
群
は
、
三
基
以
上
の
瓦
窯
が
主
体
で
あ
り
、
か

つ
て
須
恵
器
も
焼

い
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

ツ
ク
シ
山
窯
跡
は
、
採
集
資

料

で
窯
跡
と
確
認
さ
れ
た
。
T
K
二
〇
九
型
式
か
ら
T
K
二

一
七
型
式

の

一
部
を

含
む
土
器
相
を
も

つ
。
勢
野

・
辻
ノ
垣
内
窯
跡
群
は
四
基
か
ら
な
り
、

こ
の
う
ち

一
基

(三
号
窯
跡
)
の
み
が
須
恵
器
窯
で
あ
る
。
時
期
的

に
は
ツ
ク
シ
山
窯
跡
と

同
じ
く
T
K
二
〇
九
型
式
か
ら
T
K
二

一
七
型
式
の

一
部
を
含
ん
で
い
る
。

単
独
窯

・
数
基
窯
と
も
短
期
間
の
操
業
が
主
で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
操
業

の
き

っ

か
け
が
臨
時
的
な
突
発
的
な
状
況
で
あ

っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
く
れ
る
し
、
長

期
的
操
業
の
必
要
性
が
存
在
し
な
か
っ
た
可
能
性
や
、
操
業

の
規
制
が
存
在
し
た

と
も
読
み
と
れ
る
。
そ
の
是
非
に
つ
い
て
は
後
章
で
多
少
触
れ
る
が
、

い
ず
れ
に

し
て
も
、
短
期
で
操
業
を
終
了
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
長
期
型
と
短
期
型

に
分
け
て
整
理
し
た
が
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
長
期
型
は
窯
の
数
は
多
く
な
り
、

見
か
け
上

で
は
群
集
す
る
。
逆
に
短
期

型
は
、
窯
の
数
は
少
な
い
。

三
、
窯
跡
の
時
期
別
検
討
と
分
布

以
上
の
よ
う
な
成
果
を
基
に
、
大
和

に
お
け
る
生
産
の
動
向
を
時
期
別
に
整
理

し
て
い
く
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

即
ち
、
大
和
に
お
け
る
操
業
の
開
始
は
六
世
紀
前
半
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
五

條
窯
跡
群
に
限
ら
れ
る
。
五
條
窯
跡
群

で
は
、
推
測
を
含
め
て
そ
れ
以
降
、
八
世

紀
中
頃
ま
で
生
産
を
行
う
長
期
型

の
典
型

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
長
期
型
で
あ
る
生
駒
谷

・
富
雄

川
上
流
域
の
窯
跡
群
は
、
八
世
紀
中
頃

か
ら
集
中
的
に
生
産
を
開
始
し
、
九
世
紀

初
頭
ま
で
継
続
す
る
。
こ
の
傾
向
は
、

五
條
地
域
と
異
な
る
要
因

で
あ
り
、
特
殊

な
条
件
が
考
え
ら
れ
る
。
後
述
す
る
平

城
京

へ
の
供
給
が
そ
の
要
因

で
あ
る
が
、

至

っ
て
計
画
的
か

つ
集
中
的
と
い
え
る
。

こ
の
長
期
型
の
狭
間

で
、
大
和

に
お
い
て
は
短
期
型
の
操
業
が
五

ヶ
所

で
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
窯
数
は

一
～
四
基

に
わ
た
り
、
内
容
に
は
統

一
性
が
な
い
。
最

大
の
四
基
確
認
さ
れ
て
い
る
平
野
窯
跡
群

に
お
い
て
も
、
長
期
の
傾
向
は
見
ら
れ

ず
、
い
ず
れ
も
臨
時
的
な
操
業

で
あ
り
、
継
続
し
て
い
な
い
。
操
業
の
時
期
は
、

①
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
初
頭
、
②
七
世
紀
中
頃
前
後
、
そ
し
て
③
七
世
紀
末
葉

か
ら
八
世
紀
初
頭
に
限
ら
れ
。

い
ず
れ
も
操
業
地
は
広
範
囲
で
は
な
く
、
限
定
さ

れ
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
総
合

的
に
見
る
と
、
五
條
窯
跡
群
は

在
地
に
根
ざ
し
た
地
方
窯
的
あ

り
方
を
示
し
て
い
る
。
六
世
紀

か
ら

一
貫
し
て
、
当
地
域
が
主

な
供
給
地
と
し
て
生
産
が
継
続

さ
れ
た
様
相
を
示
す
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
は
既
に
関
川
尚

功
が

「各
地

の
地
方
窯
成
立
と

同
じ
現
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
」

(関
川

一
九
八
四
)
と
す
る
よ

う
に
、
汎
日
本
的
な
あ
り
方
で

あ
る
。
日
本

に
お
け
る
須
恵
器

生
産
は
第
二
の
拡
散
以
降
、
主

要
な
地
域

で
は
継
続
し
て
生
産

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る

(植
野

一
九
九
八
)。

図
二
は
、
木
立
雅
朗
が
作
成

し
た
北
陸
地
方
に
お
け
る
須
恵

器
生
産
の
消
長
を
示
し
た
も
の

500600700800900
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で
あ
る

(木
立

一
九
九

一
)
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
羽
咋
窯
跡
群
は
五
世
紀
末
葉
か

ら
、
そ
の
他
は
六
世
紀

の
前
半
か
ら
生
産
が
開
始
し
、
以
降
継
続
し
て
生
産
が
行

わ
れ
て
い
る
状
況
が
読
み
と
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
短
期
の
も
の
も
存
在
す
る
が
、
中

心
的
な
生
産
地
は
長
く
続
く
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
各
地

で
認
め
ら

れ
、
北
陸
地
方

の
み
に
限
定
さ
れ
る
こ
と

で
は
な
い
。
特
に
六
世
紀
以
降
は
、
能

都
地
方
で
も
継
続
型

の
窯
跡
群
が
二
、
三

ヶ
所
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

こ
う

し
た
分
布
密
度
は
、
日
本
各
地
で
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
和

の
場
合
は
五
條
窯
跡
群

に
限
ら
れ
る
の
が
特
殊

で
あ
る
。
本
来

な
ら
ば
、
盆
地
内

の
主
要
な
箇
所
に
同
様

の
長
期
型
の
生
産
地
が
存
在
し
て
も
い

い
は
ず
な
の
で
あ
る
。
発
想
を
変
え
る
と
、
大
和
に
お
い
て
は
五
條
窯
跡
群
が
特

殊
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
盆
地
内
に
は
、
五

・
六
世
紀
の
大
型
前
方
後
円
墳
が
各

所

に
存
在
す
る
が
、
そ
う
し
た
地
域
で
も
生
産
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
葛
城
や
布

留
地
域
、
そ
の
他
の
地
域
で
も
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
地
理
的
に
五
條
地
域
が
紀

ノ
川
水
系
に
属
し
、
大
和
盆
地
か
ら
は
ず

れ
て
い
る
点
に
起
因
す
る
。
大
き
く
は
大
和
の
勢
力
範
囲
に
属
す
る
の
で
あ
ろ
う

が
、
地
理
的
に
そ
の
圏
外
の
在
地
的
な
存
在

で
あ

っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
五
條
窯
跡
群
は
大
和
に
お
い

て
特
殊
な
状
況
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

生
駒
谷

・
富
雄
川
上
流
域
の
窯
跡
群
は
、
谷
を
隔

て
て
生
産
地
が
移
動
す
る
も

の
の
、
本
来
は
系
統
的
に
捉
え
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
八
世
紀
中
葉
前
後
に
突
如

と
し
て
出
現
し
、
以
後
継
続
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
前
述

の
図
二
に
あ
る
加
賀

・
末

窯
跡
群
で
も
同
様
な
傾
向
を
示
す
た
あ
、

こ
う
し
た
状
況
は
大
和
の
み
の
特
殊
な

例
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
異
な
る
の
は
、
末
古
窯
跡
群
で
は
、
近
隣
地
域
に
そ

れ
以
前
の
生
産
地
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
代
は
、
律
令
体
制

の
も
と
で
国
が
組
織
さ
れ
て
い
る
た
め
、
末
古
窯
跡
群
の
場
合
は
旧
国
単
位
内
で

の
動
き
と
し
て
理
解
で
き
る
が
、
大
和
の
場
合
は
そ
う
し
た
状
況
が
窺
え
ず
、
特

殊
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
即
ち
、
平
城
京
と
比
較
的
至
近
距
離
の
場
所
に
お
い

て
、
平
城
京
を
供
給
地
と
し
た
生
産
が
急
遽
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
成
立

要
因
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
見
解
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
大
和
に
こ
う
し
た

生
産
地
が
存
在
し
な
か
っ
た
点
が
重
要
で
あ
る
。

四
、
大
和
に
お
け
る
須
恵
器
生
産
の
特
質

以
上
の
よ
う
に
、
大
和
に
お
け
る
須
恵
器
生
産
に
は
他
地
域
と
異
な
る
状
況
が

存
在
し
て
い
た
。
大
和
的

で
な
い
五
條
窯
跡
群
を
除
く
と
、
大
和
で
の
須
恵
器
生

産
は
八
世
紀
中
頃
の
生
駒
谷
窯
跡
群
の
出
現
を
待
た
な
い
と
、
本
格
的
な
生
産
は

展
開
し
て
い
な
い
。
そ
れ
が
、
大
和
に
お
け
る
須
恵
器
生
産
の
特
質
と
い
え
よ
う
。

六
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
数
ヶ
所

で
単
発
的
に
生
産
は
行
わ
れ
る
も
の
の
、

そ
れ
は
継
続
性
を
示
さ
な
い
。
そ
の
間
の
需
要
は
ど
う
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
前
稿

で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
陶
邑
窯
か
ら
の
供
給
が
主
体
で
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
生
産
趾
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、

こ
れ
を
如
実
に
物
語

っ
て
い
る
。

生
産
地
を
有
し
な
く
て
も
、
多
量
の
須
恵
器
を
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
た
状
況
が

一
つ
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
そ
う
し
た
機
構
の
中
に
大
和
は
組
み
込
ま
れ
て
い
た

一g



可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
陶
邑
窯
経
営
と
大
き
く
関
係
す
る
。
筆
者

は
、
陶
邑
窯
が
中
央
政
権
の
管
掌
下

で
生
産
を
行

っ
て
い
た
見
解
を
指
示
す
る
立

場

に
あ
る
。
そ
の
構
図
は
、
中
央
政
権

の
配
下
に
有
力
豪
族
が
配
さ
れ
、
そ
の
管

轄
下
で
生
産
管
理
が
行
わ
れ
て
い
た
と
予
測
で
き
る
。
特
に
、
そ
の
背
後
に
あ
る

大
阪
平
野
は
、
吹
田
窯
跡
群
ま
で
の
間
に
ほ
と
ん
ど
生
産
地
が
な
く
、
ま
た
陶
邑

窯

の
南
部
地
域
に
お
い
て
も
同
様

で
な
の
で
あ
る
。
そ
の
エ
リ
ア
内
に
大
和
も
含

ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

特
に
五
～
六
世
紀
に
か
け
て
の
大
王
の
宮
や
陵
墓
は
、
大
和
と
河
内
に
お
い
て

繰
り
返
し
造
営
さ
れ
る
が
、
手
工
業
と
し

て
の
須
恵
器
生
産
は
形
態
は
変
え
な
が

ら
も
、
従
来
の
供
給
方
式
が
継
続
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
六
世
紀
に
な
る
と
、

各
地
お
い
て
生
産
が
拡
大
す
る
が
、
大
和

の
場
合
は
大
き
な
変
化
が
認
め
ら
れ
な

い
。
中
央
政
権
や
大
王
家
、
有
力
豪
族

の
直
接

・
間
接
的
な
掌
握
は
引
き
続
き
存

在
し
、
そ
の
流
通
機
構
が
保
持
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

七
世
紀
以
降
に
な
る
と
、
政
治
組
織

の
変
化
を
生
み
、
八
世
紀
代
に
な
る
と
陶

邑
窯

で
も
律
令
的
な
調
庸
の
体
制

の
中
に
工
人
が
組
み
込
ま
れ
る
。
し
か
し
、
大

和

の
須
恵
器
窯
跡
の
あ
り
方
は
、
前
代
を
引
き
継
ぐ
傾
向
に
あ
る
。
た
だ
し
、
単

発
的
な
窯
が
出
る
の
は
七

・
八
世
紀
で
あ
り
、
多
少
在
地
的
な
生
産
が
起

こ
っ
た

の
も
事
実
で
あ
る
。
特
に
大
き
な
変
革
期

は
8
世
紀
中
頃
の
、
生
駒
山
麓

一
帯
の

生
産
の
開
始
で
あ
る
。
し
か
し
、
寺
院

・
宮
都
に
使
用
さ
れ
る
瓦
生
産

に
は
、
す

で
に
飛
鳥
寺
造
営
の
段
階
か
ら
須
恵
器
工
人
が
導
入
さ
れ
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
て

お
り
、
以
降
こ
れ
は
各
所

で
認
あ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
体
制
は
須
恵
器
生
産
と
緊

密
に
見
え
る
が
、
や
は
り

一
線
が
画
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
特
に
、
大
和
に
お
い

て
は
顕
著
で
あ
り
、
特
色
の

一
つ
と
い
え
よ
う
。

藤
原
学

・
中
村
浩
は
、
奈
良
県

の
須
恵
器
生
産
を
整
理
す
る
中
で
、
大
和
の
窯

跡
数
は
他
に
比
べ
て
最
も
少
な
い
地
域

に
属
す
る
と
し
、
こ
れ
は

「倭
政
権
が
須

恵
器
生
産
組
織
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
把
握
し
た
か
と
い
う
古
代
史
上
の
問
題
」

と
し
て
い
る

(藤
原

・
中
村

一
九
九
六
)
。
ま
さ
し
く
同
意
見

で
あ
り
、
筆
者

は

前
述
し
た
状
況
を
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
両
氏
は

一
方

で

「奈
良
盆
地
は
王
権

の
本
拠
地
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
規
模
な
直
轄
窯
は
別
に
陶
邑
窯
に
も
ち
、

(中
略
)
よ

っ
て
、
大
和
に
お
け
る
各
窯
は
須
恵
器
生
産
の
開
始
期
か
ら

一
地
方

窯
の
範
囲
を
脱
却
で
き
な
か

っ
た
」
と
し
て
い
る
。
古
代
史
上

の
問
題
に
ま
で
問

い
か
け
た
議
論
で
は
あ

っ
た
が
、
後
半

で
は
や
や
異
な
る
よ
う
な
見
解
を
示
し
て

お
り
、
説
得
性
に
欠
け
る
。
む
し
ろ
こ
う
し
た
大
和

の
状
況
が
本
来
の
姿
で
あ
り
、

特
質
と
い
え
る
。
五
條
窯
跡
群

の
状
況
や
単
発
的
な
生
産
状
況
は
、
そ
の

一
部
分

に
し
か
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
。

五
、
八
世
紀
後
半
期

の
須
恵
器
生
産

生
駒
山
麓

一
帯

の
生
産
状
況
は
や
や
複
雑
に
な

っ
て
こ
よ
う
。
八
世
紀
中
頃

に

突
如
と
し
て
成
立
し
、
約
半
世
紀
間
に
わ
た

っ
て
生
産
が
継
続
し
た
点
が
特
徴
で

あ
る
。
こ
の
窯
跡
群

に
関
し
て
は
、
①
生
産
開
始
の
経
緯
、
②
地
理
的
な
選
択
の

経
緯
、
③
供
給
先

の
限
定
、
④
生
産
量
の
問
題
等
、
多
岐
に
わ
た
る
未
解
決
の
課
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題
を
含
み
、
こ
れ
ら
は
至

っ
て
政
治

・
経
済
的
な
要
素
を
内
包
し
て
い
る
。

大
阪
陶
邑
窯
で
は
、
須
恵
器
生
産
開
始
期
か
ら
九
世
紀
の
前
半

に
か
け
て
生
産

が
連
綿
と
行
わ
れ
て
い
る
が
、
八
世
紀
中
頃
に
な
る
と
急
激

に
生
産
量
が
減
少
す

る
。
そ
れ
以
前
は
、
同

一
型
式
期
に
二
〇
基
近
い
窯
が
操
業
し
て
い
る
が
、
こ
の

期
を
境
に
数
基
程
度

の
数

に
な

っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る

窯
を
基
準
に
し
て
い
る
た
め
、
多
少
の
変
更
は
出
て
こ
よ
う
が
、

こ
の
期
を
境
に

大
き
な
変
化
が
あ
る
の
は
大
勢
で
認
め
ら
れ
る
。

陶
邑
窯
の
こ
う
し
た
傾
向
は
、
律
令
体
制
に
基
づ
く
生
産
関
係

の
変
化
や
、
工

人
組
織
の
解
体
等
が
社
会
的
変
動
の
中
で
徐
々
に
行
わ
れ
、

つ
い
に
は
終
息
に
至

っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
和
銅
元

(七
〇
八
)
年
に
始
ま

っ
た
和
同
開
弥

の
発
行
や
私
鋳
銭

の
認
可
他
、
国
の
銅
銭
流
通
政
策
に
よ
り
、
奈
良
時
代
後
半
期

に
は
通
貨
イ
ン
フ
レ
を
起
こ
し
、
物
価
が
上
昇
し
て
い
る
。
和
銅
四
(七

=

)
年

に
は
六
升

一
文

の
米
が
、
天
平
宝
字
六
(七
六
二
)年
に
は

一
升
七
文
、
そ
の
三
年

後
に
は

一
升
二
〇
文
と
い
う
よ
う
に
跳
ね
上
が
り
は
急
激

で
あ
る
。
須
恵
器
の
対

価
は

一
部
記
録

に
残
る
よ
う
に
、
大
き
な
変
動
が
な
く
、

こ
こ
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生

じ
て
い
る
。
そ
う
し
た
点
に
お
い
て
、
陶
邑
窯
の
衰
退
や
生
駒
山
麓
の
窯
跡
群
成

立
の
解
明
の
糸
口
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

平
城
宮

・
京
の
須
恵
器
の
状
況
を
論
じ
た
巽
淳

一
郎
は
、
八
世
紀
前
半
で
は
比

較
的
陶
邑
窯

の
製
品
が
多
く
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
後
半
期

に
は
減
少
す
る

傾
向

に
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
奈
良
時
代
後
半
期

の
状
況
を
伝
え
た
可
能
性
が

高

い

「
延
喜
主
計
寮
式
」
に
、
大
型
の
貯
蔵
具
を
除

い
て
和
泉
国
の
調
貢
量
が
少

な
く
な

っ
て
い
る
点
と
合
致
す
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
焼
物

の
特
性
に
合
わ
せ
て

朝
貢
す
る
器
形
が
分
け
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
分
業

の
存
在
が
、
調
貢
国
間
で
認

め
ら
れ
る
と
し
、
「延
喜
主
計
寮
式
」
で
は
和
泉
国
は
大
型

の
貯
蔵
具
が
主

に
朝

貢
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、

一
方

で
イ
ン
フ
レ
対
策
と
も
い
わ
れ
、

コ
ス
ト
の
割
に
手

間
の
か
か
る
小
型
品
よ
り
も
、
利
潤
の
多

い
大
型
品
を
生
産
し
、
消
費
地
に
送
り

込
ん
だ
と
い
う

(巽

一
九
九

一
)
。

こ
う
し
た
点
は
、
陶
邑
窯
T
K
三

一
四
号
窯
跡
か
ら
出
土
し
た
壷
に
、

「施
五

升
直
銭
珊
文
」
の
銘
文
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る

(中
村

一

九
八

一
)
。
こ
れ
が
、
ど
の
状
況
を
示
し
て
い
る
か
は
判
断

で
き
な

い
が
、
八
世

紀
後
半
の
少
な
か
ら
ず
米
等

の
対
価
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
銘
文
は
依

頼
さ
れ
て
描
か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
須
恵
器
工
人
も
こ
う
し
た
対
価
に
敏
感

に
反
応
し
て
い
た
証
拠

で
も
あ
る
。

須
恵
器
の
調
貢
は
、
律
令
制

の
開
始
か
ら
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
確
実

に
確
認
で
き
る
の
は
、
天
平
九

(七
三
七
)
年

「和
泉
監
正
税
帳
」
の
記
載
以
降

で
あ
る
い
う
。
須
恵
器
工
人
そ
の
も
の
を
調
庸
的
組
織

の
中
に
組
み
込
ん
で
い
き
、

扱
い
と
し
て
は

一
般
農
民
と
同
じ
状
況
で
あ

っ
た
す
る
。

こ
う
し
た
体
制
の
変
化

が
、
七
世
紀
以
前
と
は
大
き
く
異
な

っ
て
お
り
、
し
い
て
は
陶
邑
窯
の
縮
小
に
も

起
因
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「延
喜
主
計
寮
式
」
に
見
ら
れ
る
須
恵
器
の
量
を

員
数
で
算
出
す
る
と
六
六
〇
余
人
に
算
出
さ
れ
、

一
人
あ
た
り
の
生
産
量
は
た
か

だ
か
数
日
分
と
の
見
解
が
あ
る

(田
中
琢

一
九
八
四
)
。
そ
れ
以
外
の
生
産
品
は
、

当
然

一
般
集
落

へ
も
流
通
し
た
訳
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
須
恵
器
自
身
の
対
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価
は
、
物
価
高
騰
に
比

べ
て
大
き
な
変
動

が
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
生
産

衰
退
の
道
が
用
意
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
平
城
京
東
西
市

で
の
須
恵
器
売
買
の
記
録
が
示
す
よ
う
に
、
須
恵
器

自
身
は
生
活
用
具
と
し
て
必
需
品
で
あ

っ
た
。
八
世
紀
後
半
期
に
は
、
須
恵
器
よ

り
も
比
較
的
作
り
や
す
く
、
労
働
力
の
低

い
土
師
器
が
須
恵
器
の
割
合
を
凌
ぐ
よ

う
に
な
り
、
須
恵
器
の
購
入
よ
り
も
私
的
な
土
師
器
工
人
を
雇

っ
て
製
作
す
る
方

が
効
率
的
で
あ

っ
た
と
の
指
摘
も
あ
る

(
巽

一
九
九

一
)。

こ
の
様
な
状
況
下
で
、
生
駒
谷
窯
跡
群
は
生
産
を
開
始
す
る
の
で
あ
る
。
和
泉

国
陶
邑
窯
の
生
産
と
調
貢
は
、
「延
喜
主
計
寮
式
」

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
八
世

紀
後
半
期
に
も
継
続
す
る
が
、
新
た
に
都
市
近
郊
に
生
産
地
が
誕
生
す
る
の
で
あ

る
。
そ
の
経
緯
は
単
純

で
は
な
か
ろ
う
が
、
前
記
し
た
状
況
が
大
い
に
関
係
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
八
世
紀
前
半
の
陶
邑
窯
か
ら
の
供
給
が
後
半
期

に
減
少
す

る
傾
向
は
、
結
果
的
に
、
生
駒
谷
窯
跡
群

の
成
立
と
直
接
的
に
関
係
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
陶
邑
窯
は
、
調
庸
と
し
て
の
調
貢
は
続
け

つ
つ
、
ま
た
河

内

・
和
泉
国
内
で
の
供
給
は
行

っ
た
が
、

一
般
流
通
品
と
し
て
わ
ざ
わ
ざ
平
城
京

に
製
品
を
持
ち
込
ま
な
く
な

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
、
前
述

の
通
り
、
平
城

宮

・
京
の
陶
邑
窯
の
製
品
量
や
、
比
較
的
対
価
の
高
い
大
型
品
を
多
く
朝
貢
す
る

こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
。

生
駒
谷
窯
跡
群

の
成
立
は
、
こ
う
し
た
意
味
か
ら
い
え
ば
、
大
量
消
費
地
で
あ

る
平
城
京
の
近
郊

で
あ
り
、
製
品
運
搬
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
運
搬

時
お
け
る
製
品
の
破
損
も
同
じ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
地
理
的
条
件
が
、
成
立
の
第

一
番
目
の
要
素
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。

第
二
に
は
、
需
要
の
問
題
が
あ
る
。
八
世
紀
後
半
期
に
は
土
師
器
の
占
め
る
割

合
が
増
え
る
と
い
え
ど
も
、
都
に
お
け
る
需
要
は
高
か

っ
た
と
い
え
る
。
こ
う
し

た
需
要
を
賄
う
必
要
性
は
、
当
然
官
司
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
調
貢
だ
け
で
は

補
え
な
い
生
産
地
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
経
緯
は
不
明

で
あ
る
に
し
て
も
、
現
実
に
生
産
が
開
始
し
て
お
り
、
以
後
継
続
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
成
立
は
、
官
主
導
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
は
、
陶
邑
窯
の
変
遷
が
示
す
よ

う
に
、
最
終
的
に

一
地
方
窯
的
な
状
況

に
至

っ
た
経
緯
か
ら
も
い
え
る
し
、
瓦
生

産
の
よ
う
に
官
営
工
房
と
し
て
管
轄
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
私
的

と
は
断
定
で
き
な
い
ま
で
も
、
京
内

で
の
需
要
に
対
応
す
る
形
で
、

一
氏
族
に
支

え
ら
れ
た
状
況
下
に
お
い
て
生
産
が
始
ま

っ
た
と
予
測
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
、
東

西
市
で
の
記
録
に
見
ら
れ
る
須
恵
器
の
売
買
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
商
品
と
し

て
の
価
値
を
持
ち
流
通
し
て
い
く
。
生
駒
山
麓

一
帯
の
生
産

の
成
立
と
展
開
も
、

こ
う
し
た
背
景
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
八
世
紀
後
半
期

の
状
況
を

伝
え
た
と
さ
れ
る

「延
喜
主
計
寮
式
」

に
は
、
須
恵
器
の
貢
納
国
と
し
て
大
和
は

記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

六
、
都
城
と
生
産
地
の
分
布

日
本
に
お
け
る
須
恵
器
生
産
は
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
大
き
く

変
動
す
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
右
記
し
た
律
令
体
制
の
調
庸
の
中
に
工
人
が
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組
み
込
ま
れ
て
い
く
た
め
で
あ
り
、

こ
れ
は
畿
内
の
中
心
部
、
特
に
陶
邑
窯
に
お

い
て
顕
著
に
現
れ
る
。
地
方
に
お
い
て
は
、
国
衙

・
郡
衙
の
領
域
に
お
い
て
そ
の

操
業
が
支
え
ら
れ
て
展
開
し
て
い
く
状
況
が
あ
り
、
こ
れ
は
陶
邑
窯
の
調
庸
的
な

あ
り
方
と
は
多
少
異
な
る
。
し
か
し
、
八
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
期
に
か
け
て
の
国

分
寺

・
国
分
尼
寺
造
営

に
関
わ
る
負
担
を
経
て
、
九
世
紀
代
に
は
大
き
く
体
制
が

変
化
し
、
減
少

の
傾
向

に
至
る
の
は
共
通
し
て
い
る
。

古
墳
時
代

で
は
、
大
王
の
宮
は
各
所
に
移
動
す
る
が
、
大
阪
平
野

・
あ
る
い
は

大
和
盆
地
を
拠
点
と
し
て
、
そ
の
周
辺
に
手
工
業
部
門
の
生
産
地
が
配
置
さ
れ
て

い
る

(図
三
)
。
陶
邑
窯
は
そ
の

一
部
門
で
あ
り
、
そ
の
他
鉄
器
生
産
や
、
玉
製

作
等
の
部
門
が
各
所

に
存
在
す
る
。
陶
邑
窯
は
、
七
世
紀
代
を
通
し
て
朝
廷

へ
製

品
を
納
め
て
お
り
、
調
庸
開
始
の
具
体
的
な
検
討
は
必
要
で
あ
る
が
、
藤
原
京

に

お
い
て
も
継
続
し
た
状
況
を
示
す
。

つ
ま
り
、
広
範
囲
で
は
あ
る
が
、
都
城
成
立

後
も
旧
来

の
生
産
部
門
と
機
構
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

平
城
京

に
至

っ
て
は
、
小
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
調
庸
の
具
体
的
な
記
録
が
残

り
、
八
世
紀

の
前
半
か
ら
多
少
の
変
革
が
行
わ
れ

つ
つ
も
、
生
産
地
の
状
況
か
ら

は
八
世
紀

の
中
頃
を
期
と
し
て
大
き
く
変
わ

っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
平
城
京

の
近
郊

に
須
恵
器
生
産
地
が
成
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
平
城
京
北
部
域
に
は
早
く

か
ら
瓦
生
産
を
中
心
に
す
る
生
産
地
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
八
世
紀
の
中
頃
を
期

に
し
て
、
割
と
近
郊
に
須
恵
器
生
産
部
門
が
成
立
す
る
。
今
回
は
特
に
触
れ
て
い

な
い
が
、
京
都
府
木
津
町

・
加
茂
町
に
も
須
恵
器
の
窯
跡
群
が
所
在
す
る
。
特

に

加
茂
窯
跡
群
は
、
恭
仁
京
の
造
営
と
対
比
さ
れ
る
が
、
以
後
も
多
少
継
続
し
て
お

り
、
平
城
京

へ
の
供
給
は
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
事
実

は
、
緊
急
性
と
と
も
に
、
生
駒
谷
窯
跡
群
の
例
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
り
、
都
城

近
郊

へ
の
生
産
地
分
布
傾
向
と
矛
盾
し
な
い
。
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こ
う
し
た
傾
向
は
平
安
京
の
状
況
と
も
似

て
い
る
。
平
安
京

で
は
、
京
の
東

・

西

・
北
方
向
に
生
産
地
が
存
在
し
て
い
る

(図
四
)
。
大
量
消
費
を
行
う
都
城
を

中
心
に
し
て
、
近
郊
に
生
産
地
を
配
す
る
形
態
を
と
り
、
意
識
的

に
こ
う
し
た
流

通
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
物
の
流
通
に
は
、
調
庸
形
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態
に
よ
る
他
国
か
ら
の
製
品
や
材
料
が
あ
る
が
、
大
量
消
費
に
伴
う
物
は
近
郊
で

の
生
産
に
よ
っ
た
し
、
そ
の
他
の
生
産
部
門
は
京
内
に
お
く
場
合
も
あ
る
。
そ
う

す
る
と
、
平
城
京
後
半
期
の
生
産
地
の
配
置
と
分
布
は
、
平
安
京
に
も
引
き
継
が

れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
大
和
で
成
立
し
た
前
段
階
の

「都
城
型
」
流
通
シ
ス
テ
ム

が
モ
デ
ル
な

っ
た
。

広
範
囲
で
あ

っ
た
古
墳
時
代
か
ら
七
世
紀
代

の
生
産
地
の
分
布
拠
点
が
、
都
城

の
成
立
と
共
に
近
郊
に
集
ま
り
、
調
貢
品
以
外

の
大
量
消
費
物
は
、
こ
う
し
た
生

産
地
で
賄
わ
れ
た
と
理
解
で
き
る
。

お
わ

り
に

本
稿
は
、
大
和
の
須
恵
器
窯
跡
の
整
理

・
検
討
を
通
じ
て
、
大
和
に
お
け
る
須

恵
器
生
産
の
実
態
と
特
質
を
論
じ
た
。

現
在
の
と
こ
ろ
大
和
で
は
、
初
出
期
か
ら
5
世
紀
代
の
須
恵
器
生
産
は
確
認
で

き
な
い
。
前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
将
来
的
に
確
認
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

そ
れ
は
単
発
的
な
操
業
で
あ
り
、
存
在
し
て
も
初
出
期
の
T
G
二
三
二
型
式
段
階

が
妥
当
と
考
え
て
い
る

(植
野

一
九
九
三
、
二
〇
〇
〇
)。

五
條
窯
跡
群

の
あ
り

方
は
、
全
体
的
に
見
る
と
逆
に
特
殊
な
存
在
に
な
る
。
比
較
的
限
定
さ
れ
た
、
盆

地
外

で
の
様
相
と
し
て
理
解
さ
れ
よ
う
。

む
し
ろ
五
世
紀
か
ら
七
世
紀
を
含
あ
て
、
須
恵
器
窯
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
大

和

の
特
徴
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
生
産
地
を
有
し
な
く
て
も
多
量
の
須
恵
器
を

一13一



入
手
し
得
た
状
況
が
予
測
出
来
る
。

こ
れ
は
前
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
中
央
政

権
の
手
工
業
生
産
の
掌
握
と
関
係
し
、
陶
邑
窯
が
中
央
政
権
や
有
力
豪
族
と
管
理

下
に
あ
り
、
そ
う
し
た
政
治
的

・
社
会
的
機
構
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
に
大
和
の
地
域
も
含
ま
れ

て
い
た
た
め
、
須
恵
器
の
生
産
地
を
要

し
な
い
状
況
が
生
ま
れ
た
。
大
阪
平
野
と
奈
良
盆
地
を
範
囲
と
す
る
流
通
機
構
が
、

中
央
政
権
を
介
し
て
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
機
構
の
中
で
供
給
が
行
わ
れ
た
。

そ
れ
が
大
和

の
特
質
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

も
う

一
つ
特
徴
的
な
存
在
は
、
生
駒
山
麓
の
窯
跡
群

の
成
立
と
展
開
で
あ
る
。

古
墳
時
代
か
ら
七
世
紀
代
の
特
質
か
ら
脱
し
て
、
新
た
な
展
開
を
見
る
。
そ
れ
は

律
令
体
制
に
お
け
る
須
恵
器
工
人
の
調
庸
的
な
把
握
、
経
済
的
な
イ
ン
フ
レ
状
態
、

陶
邑
窯
の
衰
退
と
関
係
し
て
、
労
働
力
の
負
担
軽
減
と
い
う
よ
う
な
物
理
的
側
面

や
経
済
効
果
が
関
係
し
て
、
大
量
消
費
を
賄
う
た
あ
の
生
産
が
始
ま

っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
前
代
と
は
異
な
る
性
質
を
備
え
て
い
る
。
結
果
的
に
せ
よ
、
そ
れ

は
都
城
近
郊
で
の
生
産
と
な
り
、
平
安
京

で
も
そ
う
し
た
状
況
が
受
け
継
が
れ
、

「都
城
型
」
流
通
シ
ス
テ
ム
が
展
開
す
る
。

最
後
に
、
大
和
に
お
い
て
は
須
恵
器
生

産
よ
り
瓦
生
産
の
痕
跡
が
異
常
に
目
立

つ
。
こ
れ
は
当
然
、
古
代
寺
院
や
宮
、
都
城
の
造
営
と
関
係
し
て
い
る
。
須
恵
器

生
産
の
関
係

で
い
え
ば
、
最
古
の
古
代
寺
院
で
あ
る
飛
鳥
寺
の
瓦
に
は
、
須
恵
器

の
技
法
を
用
い
た
瓦
が
存
在
し
て
お
り
、
瓦
の
生
産
に
当
た
っ
て
須
恵
器
工
人
が

動
員
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
段
階
以
降
、
各
所
に
こ
う
し

た
状
況
が
認
あ
ら
れ
る
。
五
條
窯
跡
群
の
場
合
も
、
飛
鳥

・
藤
原
地
域

へ
の
供
給

を
行

っ
て
い
る
。
五
條
窯
跡
群
の
場
合
は
、
須
恵
器
生
産
と
平
行
し
て
行

っ
て
い

る
点
が
特
色
で
あ
り
、
前
述
し
た
地
方
窯
的
な
様
相
と
似
て
い
る
。
藤
原
京
の
瓦

を
生
産
し
た
大
和
郡
山
市
内
山
瓦
窯
跡
で
は
、
須
恵
器
製
作
技
法
を
用
い
た
瓦
が

多
数
発
見
さ
れ
て
お
り
、
大
量
の
瓦
の
生
産
に
は
窯
業
に
長
け
た
工
人
が
再
編
成

さ
れ
、
操
業
に
当
た

っ
て
い
る

(山
川

一
九
九
五
)。

香
芝
市
平
野
窯
跡
、
三
郷
町
勢
野

・
辻
ノ
垣
内
窯
跡
、

ツ
ク
シ
山
窯
跡
、
今
池

窯
跡
で
は
、
須
恵
器
生
産
終
了
後
し
ば
ら
く
し
て
、
隣
接
し
て
瓦
生
産
が
行
わ
れ

た
。
歌
姫
西
窯
跡
群
で
は
、
半
世
紀
ほ
ど
の
時
間
的
経
過
を
伴
う
が
、
押
熊
窯
跡

群
で
は
奈
良
山
丘
陵

一
帯

で
生
産
が
開
始
し
て
い
る
。
横
井
窯
跡
は
、
瓦
窯
が
先

行
す
る
が
、
後
に
須
恵
器
も
焼

い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
同
時
期
や
継
続
操
業
と
言

え
な
い
も
の
が
多
い
が
、
須
恵
器
工
人
達
が

一
連
の
瓦
生
産
に
協
力
し
た
こ
と
は
、

同

一
地
域
に
再
び
窯
を
造
営
す
る
点
か
ら
納
得

で
き
る
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
七
世
紀
の
飛
鳥

・
藤
原
地
域
を
中
心
に
し
て
お
こ
り
、
多

く
の
須
恵
器
工
人
が
動
員

・
吸
収
さ
れ
た
。
田
中
琢
は
こ
れ
を
、
瓦
生
産
体
制
の

編
成
と
し
、
さ
ら
に
再
編
成
さ
れ
て
官
営
工
房
化
し
た
と
す
る

(
田
中
琢

一
九
八

四
)
。
大
量
の
供
給
が
必
要
な
時
は
、
そ
の
都
度
須
恵
器
工
人
が
再
び
動
員
さ
れ

る
こ
と
も
あ

っ
た
。
右
記
の
単
発
的
な
窯
の
工
人
も
こ
れ
に
荷
担
し
て
い
た
こ
と

は
充
分
予
測
で
き
る
。
平
城
京
造
営
以
後
は
多
少
体
制
が
異
な

っ
て
く
る
が
、
七

世
紀
代
の
単
発
的
な
窯
跡
の
存
在
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
多
分

に
含
ん
で
い
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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[付
記
]

奈
良
大
学
文
化
財
学
科
教
授
で
あ
ら
れ
た
光
森
正
士
先
生
が
、

一
九
九
九
年
三

月
三

一
日
、
本
学
退
職
と
同
時

に
ご
永
眠
さ
れ
た
。
そ
の
追
悼
論
文
集
が

『文
化

財
学
報
』

一
七
集

(
一
九
九
九
年
四
月
)
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
先
生
の
御
存
命

中
、
多
大
な
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
筆
者
は
そ
の
紙
面
を
埋
め
る
こ
と
が
出
来

な
か

っ
た
。
こ
こ
に
お
詫
び
す
る
と
共
に
、
本
書
を
追
悼
論
文
と
し
て
捧
げ
、
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
た
し
ま
す
。

小
稿
は
、
既
に
提
出
し
た
拙
稿

(植
野

二
〇
〇
〇
)
と
と
も

に
、

一
九
九
七

(平
成
九
)
年
度
奈
良
大
学
研
究
助
成

(研
究
課
題

"
「
奈
良
県
に
お
け
る
古
代
窯

跡
資
料
集
成
」)

の
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

ま
た
、
資
料
の
収
集
お
よ
び
生
駒
山
麓

一
帯
の
窯
跡
群
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

前
回
同
様
に
本
学
文
学
部
文
化
財
学
科
学
生
、
重
見
泰
君
の
協
力
と
教
示
を
受
け

た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
引
用

・
参
考
文
献
V

泉
森

絞

一
九
七
九

「五
條
市
周
辺
の
窯
跡
」
『奈
良
県
観
光
」
第
二
六
八
号

泉
森

咬

一
九
八
七

「大
和
の
須
恵
と
窯
跡
群
」
『横
田
健

一
先
生
古
稀
記
念

文
化
史

論
叢
』
(上
)

創
元
社

上
田
三
平

一
九
二
六

「奈
良
県
生
駒
町
の
古
代
陶
窯
遺
跡
」
『考
古
学
雑
誌
』
第

一
六
巻

第

一
号

石
井
清
司
他

一
九
九
二

『木
津
地
区
所
在
遺
跡
平
成
3
年
度
発
掘
調
査
概
要
」
(財
)京

都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

植
野
浩
三

一
九
九
三

「日
本
に
お
け
る
初
期
須
恵
器
生
産
の
開
始
と
展
開
」
『奈
良
大
学

紀
要
』
第
二

一
号

植
野
浩
三

一
九
九
八

「五
世
紀
後
半
代
か
ら
六
世
紀
前
半
代
に
お
け
る
須
恵
器
生
産
の

拡
大
」
『文
化
財
学
報
』
第

一
六
集

奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科

植
野
浩
三

二
〇
〇
〇

「大
和
に
お
け
る
須
恵
器
窯
跡
」
『奈
良
大
学
総
合
研
究
所
所
報
』

第
八
号

岸

熊
吉

一
九
五
九

「大
和
に
お
け
る
古
代
窯
跡
」
『奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調

査
抄
報
」
第

=

集

奈
良
県
教
育
委
員
会

木
立
雅
朗

一
九
九

一
「加
賀

・
能
都
に
お
け
る
在
地
窯
の
出
現
」
『北
陸
古
代
土
器
研
究
』

創
刊
号

小
島
俊
次

一
九
六
五

『奈
良
県
の
考
古
学
」
吉
川
弘
文
館

白
石
太

一
郎

一
九
七
七

「生
駒
谷
須
恵
器
窯
跡
群
を
そ
の
遺
物
」
『青
陵
」
漁
三
五

奈

良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

白
石
太

一
郎

・
亀
田
博

一
九
八
四

『三
郷
町

平
隆
寺
」
(『奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記

念
物
調
査
報
告
』
第
四
七
冊

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
)

関
川
尚
功

一
九
八
〇

『奈
良
県
五
條
市
引
ノ
山
古
墳
群
」
五
條
市
教
育
委
員
会

関
川
尚
功

一
九
八
四

「奈
良
県
下
出
土
の
初
期
須
恵
器
」
『考
古
学
論
孜
」
第

一
〇
冊

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

篁
園
勝
男

一
九
七
四

「香
芝
町
平
野
古
窯
跡
採
集
の
須
恵
器
に
つ
い
て
」
『青
陵
」
M
二
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巽
淳

一
郎

田
中

琢

田
中
重
久

千
賀

久

中
井

一
夫

中
村

浩

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

錦
好
見

・
木
村
篤
史

錦
好
見
・
木
村
篤
史

西
崎
卓
哉

・
中
井
公

・
立
石
堅
志

五

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

一
九
九

一
「都
の
焼
物
の
特
質
と
そ
の
変
容
」
『新
版

古
代
の
日
本
」
六

近
畿
H

角
川
書
店

一
九
八
四

「古
代
窯
業
の
展
開
」
『講
座

・
日
本
技
術
の
社
会
史
」
第
四
巻

窯
業

日
本
評
論
社

一
九
三
八

「平
隆
寺
創
立
の
研
究
」
『考
古
学
」
第
九
巻
第

一
一
号

一
九
八
二

「北
葛
城
郡
香
芝
町
平
野
窯
跡
群
発
掘
調
査
概
報
」
『奈
良
県
遺
跡

調
査
概
報
」

一
九
八
二
年
度

第
二
分
冊

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

一
九
七
三

「北
田
原
古
窯
跡
群
」
『奈
良
県
観
光
』
第
二
〇
二
号
、
第
二
〇
四

号一
九
八

一
『和
泉
陶
邑
窯
の
研
究
」
柏
童旦
房

一
九
七
三

『奈
良
山

平
城

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
予
定
地
内
遺

跡
調
査
概
報
」
奈
良
県
教
育
委
員
会

一
九
九
六

『勢
野

・
辻
ノ
垣
内
古
窯
跡
の
調
査
」
現
地

説
明
会
資
料一

九
八
八

『生
駒
市
遺
跡
分
布
調
査
概
要
」
(『生
駒
市
文
化
財
調

査
報
告
書
」
第
七
集

生
駒
市
教
育
委
員
会
)

一
九
八
九

『生
駒
市
遺
跡
分
布
調
査
概
要
」
(『生
駒
市
文
化
財
調

査
報
告
書
』
第
九
集

生
駒
市
教
育
委
員
会
)

一
九
八
五

「横
井
窯
跡
群
の
調
査
」
『奈
良
市
埋
蔵
文

化
財
調
査
報
告
書
』
昭
和
五
九
年
度

奈
良
市
教
育
委
員
会

花
田
勝
広

一
九
八
九

「倭
政
権
と
鍛
冶
工
房
-
畿
内
の
鍛
冶
専
業
集
落
を
中
心
に
ー
」

『考
古
学
研
究
」
第
三
六
巻
第
三
号

林
部
均

・
重
見
泰

一
九
九
九

「生
駒
市
高
山
町
関
西
学
術
研
究
都
市
第
三
次
試
掘
調
査

報
告
」
『奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
』

一
九
九
八
年
度

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学

研
究
所

藤
井
利
章

一
九
八
四

「生
駒
市
俵
口
北
須
恵
器
窯
発
掘
調
査
概
報
」
『奈
良
県
遺
跡
調
査

概
報
」

一
九
八
三
年
度

第

一
分
冊

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

藤
原
学

・
中
村
浩
編

一
九
九
六

『須
恵
器
集
成
図
録
』
第
二
巻

近
畿
編
H

雄
山
閣

出
版

本
村
充
保

・
重
見
泰

一
九
九
八

「生
駒
市
学
研
都
市

(高
山

一
号
窯
)
第
二
次
試
掘
調

山
川

均

山
田
邦
和

吉
田
恵
二

査
報
告
」
『奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
』

一
九
九
七
年
度

奈
良
県
立
橿
原
考
古

学
研
究
所

一
九
九
五

『内
山
瓦
窯

一
号
窯
発
掘
調
査
概
報
』
(『大
和
郡
山
市
文
化
財

調
査
概
要
」
三
三

大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
)

一
九
九
八

『須
恵
器
生
産
の
研
究
』
学
生
社

一
九
七
四

「生
駒
市
須
恵
器
窯
出
土
の
土
器
」
『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年

報
』

一
九
七
三

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
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窯跡資料(1)高 山1号 窯 跡(本 村 ・重見1998よ り)
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窯跡資料(2)高 山No.49地 点(林 部 ・重見1999よ り)
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俵 ロ 北 窯 跡(藤 井1984よ り)

と 塑』璽≡璽』　

ユ 7
'『-一'一一鴨一 一

-

ム ー

俵 口南 窯跡(吉 田1974よ り)

7

/

▽ … 一 一"瞳 ●

>-Y

俵 ロ南 窯 跡(白 石1977よ り)
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北新町西窯跡(白 石1977より)

窯跡資料(3)
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0一 1u

各文献 より一部改変
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金 比 羅 窯跡(白 石1977、 錦他1989よ り)
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F晶 十 一・・-■｠■哩』

ロで　　エ

♂(一 一一一十よ;::『「馬

長 命 寺 西 窯 跡(白 石1977よ り)

w

一
西松 ケ丘 窯 跡(白 石1977よ り)

一}=一

舎
〕

密

塾
押熊窯跡(奈 文研1973よ り)

O

i
rtIIIl

刃

f

20cm

」

歌 姫 西 窯 跡 群No.12地 点(奈 文研1973よ り)

窯跡 資 料(4)各 文献よ り一部改変
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ム 。ξ圭 、 土

コ
歌姫西 窯跡 群No.11地 点(奈 文研1973よ り)一

横井1号 窯跡(西 崎他1985)

ト ー 一

一
_.=1 ブ ノi
一「 ニラ レ

「

↓
「

ッ ク シ山 窯 跡(白 石 ・亀田1984よ り)

窯 跡 資 料(5)

0
..r..

20cm

各文献より一部改変
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勢野 ・辻 ノ垣 内 窯跡(橿 考研1996よ り)

平 野 窯 跡 群(篁 園1974よ り)

ヲ
平野1号 窯 跡(千 賀1982よ り)

ゴ
e
焦

llミこ

今井 窯 跡(泉 森1987、 関川1980よ り)

窯 跡 資 料 ⑥

ξ 土 、

0

【
【IIIil 畳

20cm

各文献より一部改変

i

一22一



7

〈i…『一ノ
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毒 「『》
荒木神社裏山窯跡群(泉 森1987より)

都
天神 山窯跡(泉 森1987よ り)

一 ロゆr　

=甥 整聖 』

蕾
雷

荒坂窯跡(泉 森1987よ り)

O

l・ ・-1 蒼

20cm

」

窯跡 資料(7)各 文献より一部改変
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窯跡資料(8)南 仙山窯跡(泉 森1987より一部改変)

一24一


